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開設の⽬的・概要　等

健康寿命延伸は、超⾼齢化社会を迎えたわが国の喫緊の課題である。運動器障害は健康寿命阻害の主要原因の⼀つとなっており、運動器の健康維持・増進は健康寿命延伸に
必須である。運動器疾患の中でも変形性関節症（OA）はきわめて頻度が⾼い疾患であるが、早期診断法の確⽴、早期治療法・予防法の開発、病態進展機構解明、進⾏期患
者の⼿術治療の改善など、多くの重要課題が残されている。本共同研究講座においては、OAを中⼼とした運動器疾患における関節軟⾻の破壊機構や進展機序に関する基礎研究
を格段に進展させるとともに、運動器疾患に関する診断法・治療法の開発研究を⾏うことで運動器疾患研究分野の新展開を図り、これらに関連した研究を推進する。また、本研究
課題の遂⾏により、新たな知⾒や新規治療法を順天堂⼤学から世界に発信し、同時に優れた研究遂⾏能⼒を備えた若⼿⼈材の育成を⽬指す。
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